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2019 年度 第 1 回長崎県がん診療連携拠点病院研修会 
（アンケート調査結果） 

 
開催日 2019 年 8 月 17 日（土） 
時 間 15：40～16：20 
場 所 医学部記念講堂 
出席者 183 名 ・ 回答者 66 名 
出席者の内訳 

 
 
～今回の講演の内容について～ 
 特別講演「がん対策の新たな動向―がん診療連携拠点病院を中心に―」 
① よかったところ 
・がん対策の動向がとてもわかりやすく、勉強になった（MSW） 

 ・全体の流れがわかってよかった（事務職員） 
 ・就労支援についてのガイドブックの情報を入手できてよかった（MSW） 
 ・詳しい動向がわかりやすく講演され、大変よかった（MSW） 
 ・いつも最新の情報提供をいただき、今後の方針を立てる、よい講演となっている（医師） 
 ・最新の情報が聞けた（医師） 
 ・最新の情報がわかり、助かる。今後どのような方向に力を入れていけばいいのかの指針になる（事務職 

員） 
 ・短い時間でがん対策の動向がよくわかった（その他） 
 ・大まかな流れ、方向を理解できた（医師） 
 ・がん対策に対して国全体の動向が聞けたところ（事務職員） 
 ・がん対策に関する詳細な情報を確認できたところ（医師） 
 ・現状、最新の知識を得ることができた（医師） 
 ・最近の動向がわかり、よかった（事務職員） 
 ・最新の動向を知ることができた（看護師） 
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医療 

他施設 合計 

医師 12 名 5 名 4 名 9 名 4 名 7 名 5 名 8 名 1 名 55 名 

薬剤師 2 名 2 名 2 名 1 名 2 名 2 名 2 名 2 名 0 名 15 名 

看護師 7 名 5 名 7 名 9 名 4 名 6 名 4 名 5 名 0 名 47 名 

MSW 2 名 2 名 1 名 1 名 2 名 0 名 2 名 3 名 0 名 13 名 

放射線技師 1 名 1 名 0 名 1 名 2 名 1 名 1 名 0 名 0 名 7 名 

事務職員 9 名 2 名 2 名 2 名 6 名 5 名 3 名 1 名 4 名 34 名 

その他・不明 0 名 0 名 2 名 0 名 0 名 2 名 2 名 3 名 3 名 12 名 

合計 33 名 17 名 18 名 23 名 20 名 23 名 19 名 22 名 8 名 183  名 
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 ・新しい情報が得られた（医師） 
 ・がん拠点病院の今後の方向性が示されたこと（薬剤師） 
 ・今後の動向についてわかりやすく教えていただいた（医師） 
 ・大量の情報講演いただき、お疲れさまでした（医師） 
 ・各施設の状態を知ることができた（医師） 
 ・最新のがん対策についての国・県の動向を知ることができた（看護師） 
 ・初めて参加したので、最近の動向などがよくわかってよかった（看護師） 
 ・他施設の現状、問題点がわかり、今後の参考になった（医師） 
 ・がんに対して国全体がどのように動き、何を目指しているのかということが把握できた（学生） 
 ・情報量が多いがん対策の動向が知れたことがよかった（看護師） 
 ・現状が聞けてよかった（看護師） 
 ・最近のがんに関する動向がわかってよかった（薬剤師） 
 ・患者体験調査、遺族調査（看護師） 
 ・がん対策の新たな動向について、全体的な話ができてよかった（MSW） 
 ・拠点病院として必要な動向について、資料をもとに情報が得られ確認できた（看護師） 
 ・最新情報を学べた（薬剤師） 
 ・今後の緩和ケアの取り組み（医師） 
 ・拠点病院の最新の動向がわかった（診療放射線技師） 
 ・毎年動向がわかりやすく、ありがたい（MSW） 
 ・最新のがん対策の指針が少し理解できた（看護師） 
 ・国の動きや方向性の全体像が大掴みできること（医師） 
 ・動向について知ることができた（看護師） 
 ・拠点の指定の厳格化について、具体的に理解できた。今後のがん診療の方向性等を学べた（看護師） 
 ・詳しく教えていただき、よかった（看護師） 
 ・新たな動向がわかってよかった（MSW） 
 ・ここ 1 年の動向を詳しく知ることができた（MSW） 
 ・事前会議の実施で効率的に会議ができている（看護師） 
 ・現状がわかってよかった（看護師） 
 ・指定要件や最近の動向をピックアップしてもらえてわかりやすかった（MSW） 
 ・がんゲノム医療について（看護師） 
 ・当院の状況と課題を考えるうえで、参考になった（看護師） 
 ・指定要件が厳格化されてきている中で、自施設で何を課題として改善し、拠点病院を維持できる、いな 

いかが明確化された（看護師） 
 ・今後の方向性や全体的な流れが理解できた（看護師） 
 ・わかりやすかった（事務職員） 
 ・がんに対する動向がわかった（事務職員） 
 
② 気になったところ 
・今後の MSW の役割として、どのようなことが求められてくるのだろうかと思った。地域にある課題 
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も多く、日々研修などで顔の見える関係作りはしているが、体制作り、地域作りになると難しい（MSW） 
 ・内容が年ごとに盛りだくさんになって、聞いているのが精いっぱい。なかなか問題点を思いつくまで及 

ばないこと（医師） 
 ・大変な量の内容でお疲れさまです（医師） 
 ・がん拠点とゲノム診療の関連がわかりにくい（医師） 
 ・内容が多すぎて話が早かった（医師） 
 ・指定要件について（看護師） 
 ・具体的にどう取り組むか見えにくかった（医師） 
 ・認定要件が望ましいとある点がなくなる可能性とその時期（薬剤師） 
 ・緩和ケアパスの今後の動向について（医師） 
 ・今後はもってこういう関連の資料作成などに時間を使う医療従事者が増えると思うが、その仕事の効率 

化などの問題点については、どのようなものがあるのか気になった。学校での外部講師は県ではなく、 
各学校に C-CAT が作った動画を生徒に視聴するよう宣伝してもらうのを先にしたほうがいいと思う。 
今は小学生でも頻繁に YouTube などを利用しているので、学生がそれをきっかけに正しい医療情報収 
集の仕方を学ぶことにもつながると予想される（学生） 

 ・がん拠点病院の要件など（看護師） 
 ・拠点病院の指定要件について（看護師） 
 ・ゲノム医療（MSW） 
 ・相談員としてスキルアップ、質を高める研修（求められていることが高くなっている）の必要性を強く 

感じたことや現状をしるため質・評価について学んでいくことも本年度の課題であると認識できた（看 
護師） 

 ・がんゲノム（薬剤師） 
 ・医師や専門従事者の認定資格の「望ましい」が今後「必須」になるのか（診療放射線技師） 
 ・ゲノムの分野の細かいところを聞きたい（ゲノムカウンセラーの基準など、人員構成や要件（概要）な 

ど）（看護師） 
 ・事前会議が 18 時半～のセクションもあり、時間内で調整してほしい（労務管理：スタッフのため）（看 

護師） 
 ・がん相談支援センターの立ち位置等（MSW） 
 ・拠点病院の要件（看護師） 
 ・遺族調査（看護師） 
 ・拠点病院要件が厳しくなっている（医師） 
 ・相談支援、緩和ケアの要件が毎年多くなっているが、人的確保の要件は改善されない。マンパワー確保 

が先決かと思う（看護師） 
 
③ 講演に対する要望 
・情報量が多く、処理不能であった（医師） 
・今後も新しい情報の提供をお願いしたい（医師） 
・毎年続けてほしい（医師） 
・地域・地方（過疎地）の拠点病院の進む方向性や対策を具体的に指導、助言していただきたい（医師） 
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・WG 後であるので、本日の講演時間くらいがちょうどいい（事務職員） 
・もう少し絞り込んで話してほしい（医師） 
・内容がどんどん増え、細かになってきており、理解できない部分も増えている（医師） 
・ACP と地域連携（医師） 
・継続してほしい（看護師） 
・配布資料はスライド以上の内容なので、冊子にしていただくと読める資料として役に立つと思う（医師） 
・今後も続けてほしい（MSW） 

 
◆次回の講演で希望すること 
 ・継続していただきたい（MSW） 
 ・終了時間はきっちり守っていただきたい（事務職員） 
 ・専門分野に特化した内容を聞きたい。ゲノムに関してもう少し時間を取ってほしかった（看護師） 
 ・がんゲノムについて（看護師） 
 ・長大開催でいい（看護師） 
 ・今後はカルテの最適化が肝になっていくと思うが、がん情報データ収集や管理、発信などをカルテ上で 

行ううえで、どのような問題があり、現在どの段階にあるのか、ということについて、お伺いできれば 
と思う（学生） 

 ・場所は長崎大学病院を希望する（MSW） 
 ・長崎大学医学部でまたお願いできたらと思う（MSW） 
 ・暑くない時期ならさらに助かる（医師） 
 ・7,8 月は子育てする世代は調整が難しい（お盆明けはさらに厳しい）、前のように 6 月にしてほしい（看 

護師） 
 ・このままでよい（看護師） 
 ・同じでいい（看護師） 
 ・担当者が参加できない日程だった（お盆関連）お盆を間に、前後 1 週間開けてほしいと思った（看護 

師） 
 ・いつも調整・運営ありがとうございます（看護師） 
 
◆がん診療センターに対するご要望があれば教えて下さい 
 ・もっとアピールをしたらよいと思う（医師） 
 ・来年から長崎大学の包括的腫瘍講座の大学院生として、NCC の西川先生の下で研究に励む予定。研究 

と並行してがん対策情報センターの業務を手伝うことで、がんの情報に関することを学びたいと思って 
いる（学生） 

 ・短時間でスムーズに終えられるよう、事前準備が十分にされていることにいつも学ばせていただいてい 
る（看護師） 

 ・研修会の企画・運営、ありがとうございます（看護師） 


